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　子どもたちの笑顔が見られて良かった。サ
ンタさんを信じている子どももいて可愛らし
かったし手紙をくれた子もいて嬉しかった。

おやじの会

　初めてのクリスマス会でビンゴを
したりケーキを食べることができて
楽しかったし嬉しかった。サンタさ
んからもプレゼントを貰うことがで
きてうれしかった！！　　　　　　　　　H.R（小４）

ククリリススママスス会会
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冬のお楽しみ会

　12 月15 日に鋸南町子ども育成会が行う冬の
お楽しみ会に参加しました。工作やレクリエーショ
ン、お餅つきを行いました。工作ではシャボン玉
を作り、子どもたちが自分でついたお餅を、きな
こや磯辺などに味付けしてもらい、いただきまし
た。地域の方々と交流する中で、子どもたちの笑
顔がたくさん見られました。　　　　  

　22 日は群馬のたんばらスキー場に行き、23 日はお台場のジョイポリスに行きました。
　初めてのスノーボードでしたが、千葉県は雪が積もらないので、雪が新鮮だったのと思っ
ていたよりスノーボードは難しかったが楽しめた。両日とも宿泊先の水芭蕉のご飯が美味しく
て、特に米は別格だった！一日目夜のレクは漫才のテンポ良くて、人間紙芝居面白かったのと
二日目のジョイポリスは待ち時間少ない所を先に行き、他にもいろいろ回って、最後にジェッ
トコースターにも乗ったが最高でした。　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ・Ｓ（高２）

　元旦には無病長寿を願い、お屠蘇を
飲みます。炬燵でのんびりと過ごしたり、
初詣に行くなどして過ごしています。

正月の生活

浅野　唯



株式会社小田急百貨店御中、(株)Daska＆Desiree御中、(株)チュチュアンナ御中、

文屋（ぶんや）御中、COSTCO WHOLESALE　幕張倉庫店御中、湯浅　一郎　様、

一般財団法人　日本レコード協会御中、全国シャンメリー　協同組合御中、日本

テレビ　24 時間テレビ事務局御中、ほっともっと御中、認定 NPO 法人　グッ

ドライフ御中、日本鏡餅組合御中、株式会社メリーチョコレートカムパニー御中、

公益財団法人　毎日新聞東京社会事業団御中、一般社団法人　東京馬主協会御中、

一般社団法人　ハートリボン協会御中、東海建設株式会社御中、吉岡　直人　様

ご寄付 ・ ご寄贈ありがとうございました
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よ
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の
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と
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と
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一
緒
に
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れ
て
楽
し
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の
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際
に
驚
い
た
の
が
、
道
端
に
咲
く
四
季
折
々
の
花

た
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
は
、
人

が
多
く
て
草
木
を
み
る
頻
度
も
少
な
く
、
花
に
興

味
を
持
っ
た
こ
と
も
感
動
し
た
こ
と
も
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
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に
来
て
初
め
て
花
の

魅
力
を
感
じ
る
よ
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な
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ま
し
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町
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ど
の
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節
も
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の
で
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代
表
的
な
植
物

で
言
う
と
、
春
は
ネ
モ
フ
ィ
ラ
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桜
、
夏
は
紫
陽

花
に
向
日
葵
、
秋
は
紅
葉
、
コ
ス
モ
ス
、
そ
し
て

冬
は
こ
の
刊
行
物
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
、
す
い
せ

ん
。
季
節
ご
と
咲
く
花
々
を
見
な
が
ら
来
る
と
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自
然
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
き
っ

と
こ
ん
な
綺
麗
に
立
派
に
咲
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ど
こ
か
で
誰
か
が
手
入
れ
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
た
だ

ふ
ら
っ
と
お
散
歩
す
る
だ
け
で
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
れ
る
鋸
南
町
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。
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